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【新十津川町の事務・事業における二酸化炭素削減計画】 
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新十津川町地球温暖化対策実行計画第３期年次報告 

 

１ 報告書作成の趣旨 

新十津川町の地球温暖化対策実行計画第３期は、令和５年度に策定し計画の期間を

令和６年度から令和12年度までの７年間としています。 

計画では、本町が行う事務・事業の全てを対象に平成25年度を基準年とし、令和12

年度までに温室効果ガスの排出量を38.60％削減することを目標としました。 

温室効果ガスには、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素など６種類のガスがありま

すが、計画では、全温室効果ガスの９割を占め、温暖化の影響が大きい二酸化炭素を

対象としています。 

本報告書は、令和６年度（第１次年次）の二酸化炭素排出量を基準年の平成25年度

と比較し掲載しています。 

 

◎ 二酸化炭素削減目標（令和12年度）        排出量単位：kg－ＣＯ２ 

 平成25年度 

（基準年度） 
令和12年度 増減量 増減率 

排出量 3,054,698 1,875,585 △ 1,179,113 △38,60％ 

 

２ 二酸化炭素の排出量 

令和６年度に町の事務・事業に伴い排出された二酸化炭素の総排出量は2,587,094kg 

－ＣＯ２  で、基準年度の総排出量と比較して467,604kg－ＣＯ２（15.31％）減少しまし

た。燃料別の排出量及び構成割合は次のとおりです。 

 

◎ 燃料別の排出量                   排出量単位：kg－ＣＯ２   

項  目 
平成25年度 

令和６年度 
比較（令和６年度－基準年度） 

（基準年度） 増減量 増減率 

ガソリン 37,893 25,846 △  12,047 △ 31.79% 

灯  油 553,428 452,139 △ 101,289 △ 18.30% 

軽  油 83,131 22,882 △ 60,249 △ 72.47% 

Ａ 重 油 689,153 731,990 42,837 6.22% 

Ｌ Ｐ Ｇ 64,047 39,168 △ 24,879 △ 38.84% 

電  気 1,627,046 1,315,069 △ 311,977 △ 19.17% 

合  計 3,054,698 2,587,094 △ 467,604 △ 15.31% 

 

 



◎ 二酸化炭素排出量の燃料別構成割合 

 ガソリン 灯油 軽油 Ａ重油 ＬＰＧ 電気 合計 

平成25年度 

（基準年度） 
1.24％ 18.12％ 2.72％ 22.56％ 2.10％ 53.26％ 100％ 

令和６年度 1.00％ 17.48％ 0.89％ 28.29％ 1.51％ 50.83％ 100％ 

 

３ 施設別の排出量 

令和６年度における本町の事務・事業から排出された二酸化炭素の施設別排出量は

次のとおりです。 

 

◎ 施設別二酸化炭素の排出量              排出量単位：kg－ＣＯ２ 

施 設 名 平成25年度 令和６年度 増減量 増減率 

役場庁舎 195,825 228,030 32,205 16.45％ 

総合健康福祉センター 326,500 272,352 △ 54,148 △ 16.58％ 

新十津川小学校 346,537 296,815 △ 49,722 △ 14.35％ 

新十津川中学校 252,081 206,933 △ 45,148 △ 17.91％ 

学校給食センター 326,516 297,319 △ 29,197 △ 8.94％ 

農村環境改善センター 125,236 64,074 △ 61,162 △ 48.84％ 

図書館 91,254 81,468 △ 9,786 △ 10.72％ 

下水処理施設 96,244 56,888 △ 39,356 △ 40.89％ 

吉野地区活性化センター 88,205 79,807 △ 8,398 △9.52％ 

その他の施設 1,206,300 1,003,408 △ 202,892 △ 16.82％ 

合 計 3,054,698 2,587,094 △ 467,604 △ 15.31％ 

    ※小数点以下四捨五入 

  



４ 取組の内容 

（１）冷暖房温度の適正な管理を行い、燃料の削減を図りました。 

（２）照明時間短縮を図りました。 

ア 昼休みの消灯 

イ 不使用箇所の消灯 

ウ ノー残業デーの実施 

（３）その他、省エネルギーの取り組みを実施しました。 

ア 冷蔵庫の使用抑制 

イ 自動ドアの使用抑制 

ウ 車両の適正な運行管理、アイドリングストップ 

エ 離席時及び昼休みのＰＣモニターオフ 

 

５ 計画の点検評価 

令和６年度に町の事務・事業に伴い排出された二酸化炭素の総排出量は、基準年度

（平成25年度）の総排出量と比較して15.31％減少し、実行計画第３期における排出削

減目標である38.60％に向けて着実に歩みを進めています。 

ほぼ全施設が基準年度から二酸化炭素の排出量の削減を達成しており、これは、全

庁的に取り組んでいる省エネ・節電対策が実を結んだ結果であると言えます。 

役場庁舎に関しては、基準年度の比較対象が旧庁舎であり、新庁舎と単純に比較で

きるものではなく、二酸化炭素の排出量が増加したというよりは現庁舎の排出量をい

かに減らすかを検討すべきと考えます。なお、新庁舎が稼働した令和３年度以降、令

和６年度は二酸化炭素排出量が最も多くなっていますが、これは冷暖房のため電気使

用量や重油使用量が増加したことが要因と考えられます。 

電力に関しては、総使用エネルギーの半分以上を占めており、真夏日の増加に伴う

エアコン稼働率の増加等、健康管理上削れないコストが主因と考えられます。他方で、

使用量は増加したものの、使用電気に占める化石燃料由来電力が減少したため、二酸

化炭素排出量は減少傾向にあります。 

今後は公共施設の照明ＬＥＤ化が計画的に進められていくため、電力使用量の削減

が期待されますが、併せて職員一人ひとりが常に省エネルギーの意識を持ち、二酸化

酸素排出量の削減を地道に進めていくことが大切です。 


